
希学園 小６ 第３回 習熟度確認テスト 算数 2025年９月28日実施 模範解答 制限時間60分

１ 75 72 1550 75毎分 ｍ 毎分 ｍ ｍ 分速 ｍ

2800 ｍ

２ 55 57.6 11.5 75秒 毎時 ㎞ 毎時 ㎞ ｍ

３ 144 41.04㎤ ㎠

４ 12.96 36 2.13 18(㎠) (㎠) (㎝) (㎠)

① ②

７ Ｂ(回) (頂点)

① ② ① ②
５ 314 113.04 26.28 52.56(㎠) (㎠) (㎝) (㎠)

６ 15 10 11 ８ 20分 時 分 分 秒後

① ② ① ②
７ 112 200 360 324(㎤) (㎠) (㎤) (㎠)

① ② ① ②
８ 12 160 800 4600(㎝) (㎤) (㎠) (㎤)

９ ９ 724 216㎝ ㎤ ㎤

10 20 870㎝ ㎠

(配点) ；各５点×６，他；各４点×30

；完答



希学園 小６ 第３回 習熟度確認テスト 算数 2025年９月28日実施 解説 (２－１)

１ 1000×２÷(125＋弟)＝10(分) → 弟＝75(ｍ/分)

660÷５＝132(ｍ/分) …Ａ＋Ｂ 660÷55＝12(ｍ/分) …Ａ－Ｂ

Ａ；(132＋12)÷２＝72(ｍ/分)

100ｍ/分
23分 → 2000ｍ (2000－60×23)÷(100－60)＝15.5(分)

60ｍ/分
→ 100×15.5＝1550(ｍ)

速さ 100：60＝５：３ → 時間 ③：⑤ ②＝５＋５＝10分 → ③＝15分

家～学校；100×15＝1500(ｍ) → 1500÷(15＋５)＝75(ｍ/分)

行き；⑧＋ ＝81(分)
⑬＋ ＝156(分)

帰り；⑤＋ ＝75(分)
↓

①＋ ＝12(分)

①＝(81－12×５)÷３＝７(分) → ⑧＝56分

50×56＝2800(ｍ)

２ (100＋120)÷(24－20)＝55(秒)

350＋□ ＝ 電車の速さ×30秒

150＋□ ＝ 電車の速さ×17.5秒

差；200 ＝ 電車の速さ×12.5秒 200÷12.5＝16(ｍ/秒) → 57.6㎞/時

上り；40÷４＝10(㎞/時) ＝ 静－流

下り；40÷2.5＝16(㎞/時) ＝ 静＋流×３

差； ６(㎞/時) ＝ 流×４ → 流；1.5㎞/時，静；11.5㎞/時

歩道＋太 歩道

時間 30秒 ： 50秒
３

速さ ⑤ ： ③ → 差；②＝１ｍ/秒 ③＝１×─＝1.5(ｍ/秒)
２

1.5×50＝75(ｍ)

峠

⑧分

⑤分 分

分

80ｍ/分

50ｍ/分

Ａ Ｂ

80ｍ/分

50ｍ/分

３＋４＋５３ 36× ＝144(㎤)
３

３ 90─＝ より，展開図と糸は右の図のようになる。
12 360

１
12×12×π×─－12×12÷２＝36×π－72＝41.04(㎠)

４

４ ９：12＝３：４ より，右の図のようになる。

⑩＝12㎝ → ③＝3.6㎝ 3.6×3.6＝12.96(㎠)

15：20＝３：４ 24：16＝３：２

より，重なりは右の図のようになる。

⑥＝12㎝ → ③＝６㎝

12×６÷２＝36(㎠)

と の面積が等しいので，半円と台形の面積も等しい。

６×６×π÷２＝18×π＝(□＋12)×８÷２＝(□＋12)×４

□＝18×π÷４－12＝4.5×π－12＝2.13(㎝)

左側に延長すると，長さの比は右の図のようになる。

１ ９ 10
72×─＝12(㎠) → 12×─×─－12＝18(㎠)

６ ６ ６

たての移動距離＝横の移動距離

20㎝×□辺 ＝ 25㎝×△辺
５ ４ → 反射回数；(５－１)＋(４－１)＝７(回)…①

奇数；下 偶数；左 → 左下なので，Ｂに当たる。…②

５ 辺ＡＣの通過部分は右の図の太線部分。
１

20×20×π×─＝100×π＝314(㎠) …①
４

辺ＡＢの通過部分は右の図の網目部分。
１

16×16×π×─＝64×π
４

100×π＋三角形ＡＢＣ－(三角形 Ｃ＋64×π)

＝36×π＝113.04(㎠) …②
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希学園 小６ 第３回 習熟度確認テスト 算数 2025年９月28日実施 解説 (２－２)

５ 円の中心がえがく線は右の図の太線部分。

２×π＋(４＋６)×２＝２×π＋20＝26.28(㎝) …①

円の通過部分は右の図の網目部分。

２×２×π＋２×(４＋６)×２＝４×π＋40

＝52.56(㎠) …②

６ アイ：イエ＝10：８＝５：４

アウ：ウエ＝64：８＝８：１

→ アイ：イウ：ウエ＝５：３：１
３

イウ；45× ＝15(分)
５＋３＋１

ダイヤグラムにすると，右の図のようになる。

１４：８＝１：２ → 36× ＝12(分)
１＋２

９時59分＋12分＝10時11分

０′ ８′ 13′ 26′ 40′
Ａ出発 Ｂ出発 Ｃ出発 ＡＣ追いつき( ) ＡＢ追いつき( )

；ＡとＣの時間の比 26：13 → ＡとＣの速さの比 １：２ Ａ Ｂ Ｃ
④：⑤：⑧；ＡとＢの時間の比 40：32 → ＡとＢの速さの比 ４：５

Ｃが出発したとき，Ｂは，⑤×５＝㉕進んでいる。

１
よって，㉕÷(⑧－⑤)＝８─(分後) → ８分20秒後３

７ ３×２＋２×２＋１×４＝14(個) → ２×２×２×14＝112(㎤) …①

上から；８面，前から；７面，右から；７面，かくれている面；６面

(８＋７＋７)×２＋６＝50(面) → ２×２×50＝200(㎠) …②

直方体から右の図の太線部分(１：１：２型の三角すい)を引く。
１

体積；６×６×12－６×６÷２×12×─＝360(㎤) …①
３

もとの表面積；６×６×２＋６×12×４＝360(㎠)

切断後の表面積；360－６×６÷２－６×12÷２×２
３

＋12×12×─＝324(㎠) …②８
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８ 水の体積；120×10＝1200(㎤) → 1200÷(120－20)＝12(㎝) …①

あふれる水の体積；1200－(120－20×２)×13＝160(㎤) …②

グラフより，各部分の水の体積と高さは右の図。

容器の底面積；4000÷５＝800(㎠) …①

おもりの体積；800×17－(4000＋5000)＝4600(㎤) …②

９ ＡＱとＰＲは平行。

８：12＝６：ＦＲ → ＦＲ＝９(㎝)

切り口を延長すると，右の図のようになる。

１ １
24×18÷２×12×─－12×９÷２×６×─

３ ３
１－８×６÷２×４×─＝724(㎤)
３

２つの立体の共通部分は，四角すいＦ－ＡＢＣＤを

面ＡＢＧＨで切断すると考えると，右の図の太線部

分の立体。体積は，網目部分を底面とすると，高さ

の平均を使って求められる。
０＋６＋12

12×６÷２× ＝216(㎤)
３

10 三角形ＱＡＲと三角形ＡＢＲは相似。

８：□＝□：50 → □×□＝400 → □＝20(㎝)

三角形ＡＢＱと三角形ＤＡＰは合同。

８：20＝２：５ より，各部分の長さの比は右の図

のようになる。

三角形ＡＢＱ(ＤＡＰ)；58×20÷２＝580(㎠)
３

→ 580×─＝870(㎠)
２

(配点) ；各５点×６，他；各４点×30， ；完答
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